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　○使用している場所の水栓番号

　　水栓番号：

　○上下水道料金、使用開始・中止に関する問い合わせ先
　　滝沢市上下水道お客様センター
　　ＴＥＬ：０１９―９０８―２８８８

　○大家さんの連絡先

　　氏　名：

　　ＴＥＬ：

　○契約ガス会社

　　会社名：

　　ＴＥＬ：

　　「検針票の見方」のページを参照してください。

もしもの水道トラブルに備えて、必要な事項等を
記入する欄として活用してください。

　○管理会社の連絡先

　　会社名：

　　ＴＥＬ：

備　忘　録

その他



①水抜き栓を全閉にしてから、台所、浴室、洗面所の水と
　お湯の蛇口を全開にしてください。トイレの水抜栓も忘
　れず閉めてください。

②湯抜栓を全開にします。
（多くの場合は、赤または緑のハンドルになっています）

※水抜栓は水道管の中にたまっている水を逃がす装置、
　湯抜栓は、給湯器などの中のお湯を逃がす装置です。

※水抜栓のタイプや本数は様々であり、中にはリモコン式
（壁にある操作ボタンを押す自動式のもの）の水抜栓も
　あります。

※使用時は湯抜栓は必ず全閉にしてください。
（常時排水し、請求料金が高額になります。）

水 抜 き 方 法 ①

この蓋の中

水抜栓と湯抜栓

（床付タイプ）
リモコン式

水抜栓と湯抜栓

（床下タイプ）

屋外タイプ

壁付タイプ



①シャワーホースの中の水を抜くため、シャワーのヘッド部は洗い
　 場（床）に置いて蛇口の切替レバーを「シャワー」側にし、蛇口を
　 全開にします。

※シャワーの中が凍ると、ホースが裂けたり金具が破損したりし
　 て、ヤケドや怪我をする恐れがあります。

②トイレタンクを空にするため、レバーを回して水を抜きます。

※長期で不在にするときは、便器内に残る水に不凍液（車用の
　 クーラント液やウォッシャー液）を入れておくとより安全です。

※留守中でも給湯器のコンセントは抜かないでください。
　 凍結予防用のヒーターが作動しなくなり、給湯器を破損する
　 恐れがあります。

※不安な場合は早めに管理会社または大家さんに連絡し、
　 水抜きの手順を確認してください。

水 抜 き 方 法 ②



①最後に外の壁にあるメーターを確認し、水が流れていないこと
 （パイロットが動いていないこと）を確認するとより安心です。

※滝沢市には2種類のメーターがあります。

※水道を使用していないときにこのパイロットが動いている場合
　 は、蛇口の水が止まっていなかったり、地下などで漏水してい
　 たりする恐れがあります。

※凍結予防用のヒーターが止まらないよう、長期で不在にする
　 ときでも、電気のブレーカーは下げないでください。

※各メーターには水栓番号が貼ってあります。
 （自分の水栓番号は検針票から確認できます。次頁参照）

※アパート等の２階の部屋にお住まいでも、メーターは１階の
　 壁に設置されている場合があります。

メ ー タ ー の 見 方

パイロット・・・

矢印が回転している

ように動きます

パイロット・・・

■が点滅します



④水栓番号
使用している水道の番号です。
（問合せの際に重要な番号です）

②使用場所
水道を使用している箇所の住所です。

⑧口座振替済通知書
口座振替をしている方の領収書の代わ
りとなります。
大切に保管してください。

⑦お知らせ
お客様へのお知らせです。
重要な内容が書かれていますので、必
ずご確認ください。

①検針日
使った使用量を確認した日です。
（毎月3日～6日の間に確認します）

⑥請求金額
今月の使用量に応じて請求される金額
です。
（前月より極端に増減している場合は、
お問い合わせください）

⑤使用期間
前回の検針日翌日から今回の検針日
までの期間です。
（今月の請求対象期間です）

③契約者
水道の契約をしている方の氏名です。
（ご家族名義の場合があります）

検 針 票 の 見 方

①

②

③

④

⑥

⑤

⑧

⑦



　自分で給水装置工事事業者を探す際は、
滝沢市のHPより探すことができます。

　滝沢市指定給水装置工事事業者一覧表

≪水道管が破裂したら…≫
　万が一、凍結により水道管が破裂したり、蛇口から水が
　 止まらなくなるなど、修繕が必要な場合は、水抜栓を閉
　 めて水を止めてください。
 　アパートなどの賃貸住宅の際は、まずは、管理会社や
　 大家さんへ連絡をしてください。

≪水まわりが凍結したら…≫
　寒い朝、水やお湯が出なければ、凍結の可能性があります。
　 軽度の凍結であれば、下記の方法で解凍する事ができます。

　●凍結箇所の解凍①
　　【１】凍結している部分の水道管や蛇口にタオルなどの
　　　　   布を巻きつける。
　  　【２】水の出口の蛇口を全開にする。
　　  【３】やかん等でぬるま湯をタオルに染み込ませるように
　　　   　ゆっくりかける。

　※水道管、蛇口、トイレのタンクや便器に直接熱湯をかける
　　 と割れる可能性があります。
　 　絶対に熱湯は使わないようにしてください。
　 　洗面に使える程度のぬるま湯が目安です。

　●凍結箇所の解凍②
 　　【１】水の出口の蛇口を全開にする。
　 　【２】ドライヤー等の温風で凍結箇所を温める。

　※ドライヤーを使用する際は、電源を入れたままその場を
　　 離れないでください。
　　 高温になり、火災になる恐れがあります。
　
　※一部の器具には凍結した際の対処方法が指示されている
　 　場合があります。




